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「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」
業
務
開
始 

 

「
ふ
る
さ
と
日
高
応
援
寄
付
金
」
に
係
る
「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」

発
送
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

                        

 

こ
の
制
度
は
、
確
定
申
告
時
に
日

高
町
が
発
行
す
る
寄
付
金
受
領
証
明

書
を
提
出
す
る
と
、
寄
付
し
た
金
額

よ
り
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
が
、

個
人
住
民
税
所
得
割
合
の
十
％
を
上

限
に
、
現
住
所
で
納
め
る
所
得
税
や

個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。 

 

商
工
会
で
は
、
町
と
契
約
を
結
び
、

「
ふ
る
さ
と
日
高
応
援
寄
付
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
」
に
五
千
円
以
上
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
町
外
の
希
望
者
に

対
し
て
、
五
千
円
程
度
（
送
料
含
む
）

の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
業
務
を
行
い

ま
す
。 

 

特
産
品
と
し
て
は
、
地
場
産
品
を

中
心
に
次
の
よ
う
な
特
産
品
が
発
送

さ
れ
ま
す
。 

軟
白
ね
ぎ
・
シ
イ
タ
ケ
・
き
の
こ
・

ア
ス
パ
ラ
・
い
ち
ご
・
ト
マ
ト
・
ほ

う
れ
ん
草
・
ピ
ー
マ
ン
・
乳
製
品
・

し
し
ゃ
も
・
た
こ
・
山
女
魚
（
甘
露

煮
）・
ま
た
た
び
リ
キ
ュ
ー
ル
・
各
種

ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど
。 

 

特
産
品
の
購
入
先
は
、
商
工
会
員

か
ら
希
望
者
を
集
い
、
そ
の
他
に
は

各
農
協
、
漁
協
等
か
ら
の
調
達
も
あ

り
ま
す
。 

        

お
知
ら
せ 

国
民
生
活
金
融
公
庫 

  

平
成
二
十
年
十
月
一
日
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
は
、
農
林
漁
業
金
融
公

庫
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
際
協

力
銀
行
（
国
際
金
融
等
業
務
）
と
統

一
し
、「
株
式
会
社 

日
本
政
策
金
融

公
庫
」（
略
称
：
政
策
公
庫
）
と
な
り

ま
す
。 

 

こ
の
度
の
統
合
に
よ
り
、
国
の
教

育
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
ご
融
資
対

象
の
範
囲
が
縮
小
さ
れ
ま
す
が
、
小

企
業
の
皆
様
へ
の
小
口
融
資
や
“
創

業
支
援
”
な
ど
の
事
業
資
金
融
資
（
マ

ル
経
融
資
（
経
営
改
善
貸
付
）
、
生
活

衛
生
資
金
貸
付
を
含
み
ま
す
。
）
、
恩

給
や
共
済
年
金
な
ど
を
担
保
と
す
る

融
資
は
、
そ
の
ま
ま
政
策
公
庫
に
引

き
継
が
れ
ま
す
。 

 

十
月
以
降
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
手
続
き
で
政
策
公
庫
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

『
お
問
合
せ
』
国
民
生
活
金
融
公
庫

平成 20年 9月 25日（第 63号） 
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室
蘭
支
店 

℡
〇
一
四
三
‐
四
四
‐
一
七
三
一 

  

十
月
は
労
働
保
険
適
用
月
間 

 

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
必
ず
入
る

も
の
。
そ
れ
は
「
労
働
保
険
」
で
す
。 

  

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
政
府
が
直
接
管
理
運

営
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
十
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
、
労

働
保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、

周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速

や
か
に
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
適

用
室 

℡ 

〇
一
一
‐
七
〇
九
‐
二
三
一
一 

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
・

公
共
職
業
安
定
所
ま
で
ど
う
ぞ
。 

   

第
二
回
理
事
会 

  

八
月
二
十
六
日
、
第
二
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
三

件
が
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
「
ふ
る
さ
と
日
高
応

援
寄
付
金
」
に
係
る
「
ふ
る
さ
と
特

産
品
」
発
送
委
託
業
務
開
始
並
び
に

業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

一
面
に
記
載
の
通
り
。
第
二
号
議
案

「
会
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て
」

は
五
名
の
加
入
会
員
と
八
名
の
脱
退

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
号
議
案
「
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
充
実
に
つ
い
て
」
は
、
内
容
を

一
新
し
て
全
て
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
内
容

は
、
総
務
企
画
委
員
会
に
一
任
し
、

早
急
に
委
員
会
を
開
催
し
て
十
二
月

ま
で
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
次
の
通
り
報
告
事
項
が
あ

り
ま
し
た
。 

一 

「
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ａ
・
Ａ
Ｉ
馬
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
経
過
報
告 

 

六
月
十
三
日
に
第
一
回
検
討
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
主
な
活
動
目
的
と

具
体
的
な
方
向
性
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
活
動
目
的
は
、
①
ホ
ッ
カ
イ
ド

ウ
競
馬
門
別
競
馬
場
本
格
開
催
に
係

る
商
工
業
（
農
・
漁
業
含
む
）
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
。
地
域
産
業
振
興

と
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
存
続
へ

の
支
援
策
を
検
討
す
る
。
②
地
元
観

光
へ
の
囲
い
込
み
に
向
け
た
発
信
と

集
客
戦
略
を
図
る
こ
と
。
集
客
に
向

け
た
、
地
域
活
性
化
策
と
オ
ー
ル
日

高
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
策
を
検
討
す
る
。 

 

具
体
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
①

競
馬
場
く
さ
さ
の
な
い
競
馬
場
づ
く

り
。
②
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
発
想

と
し
て
考
え
る
。
③
地
元
特
産
品
を

主
体
に
、
食
の
提
供
面
を
工
夫
す
る
。

④
「
競
馬
開
催
日
」
と
「
開
催
し
な

い
日
」
と
の
集
客
づ
く
り
。
⑤
ナ
イ

ト
レ
ー
ス
に
向
け
た
夏
・
芝
ス
タ
ン

ド
新
設
（
総
事
業
費
十
二
億
円
） 

 

二 

複
合
施
設
（
道
の
駅
）
テ
ナ
ン

ト
入
居
募
集
状
況
に
つ
い
て
、
軽
食

喫
茶
「
ら
た
ん
ど
ー
る
」
が
退
店
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
テ
ナ
ン
ト
入
居
募
集
を
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
店
舗
の

み
申
出
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。 
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考
え
て
み
よ
う 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と 

 
講
演
会
開
催
の
ご
案
内 

  

日
高
町
商
工
会
と
北
海
道
エ
ナ
ジ

ー
ト
ー
ク
２
１
で
は
、
来
る
十
一
月

六
日
（
木
）
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。 

 

講
師
に
は
北
海
道
大
学
教
授
住
吉

孝
氏
を
招
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環

境
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
話
が
さ

れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る

の
か
を
み
ん
な
で
考
え
る
講
演
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
、
問
合

せ
と
参
加
申
込
は
商
工
会
ま
で
。 

日
時 

十
一
月
六
日
（
木
） 

時
間 

午
後
五
時
三
十
分 

場
所 

門
別
中
央
公
民
館 

 
 
 
 

門
別
本
町
二
一
〇 

 

参
加
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
エ
コ

バ
ッ
グ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。 

「
原
油
・
原
材
料
高
騰
対
策
特

別
資
金
」
の
創
設 

 

中
小
企
業
総
合
振
興
資
金 

  

北
海
道
で
は
、
最
近
の
原
油
及
び

原
材
料
の
高
騰
に
よ
り
経
営
に
影
響

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
を
対
象
と

し
た
新
た
な
資
金
と
し
て
、「
原
油
・

原
材
料
高
騰
対
策
特
別
資
金
」
を
創

設
し
ま
し
た
。 

 

融
資
対
象
者
は
、
①
原
油
又
は
原

材
料
価
格
の
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

最
近
３
ヶ
月
の
売
上
に
対
す
る
「
売

上
原
価
」
又
は
「
販
売
管
理
費
及
び

一
般
管
理
費
」
の
割
合
が
前
年
同
期

に
比
べ
増
加
し
て
い
る
も
の
。
②
原

油
又
は
原
材
料
価
格
の
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
者
等
で
あ

っ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
資
す
る
施

設
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
使
用
す
る

施
設
又
は
環
境
へ
の
付
加
を
低
減
さ

せ
る
施
設
等
を
導
入
す
る
も
の
。 

 

管
内
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

 
 
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
！ 

 
 
 
 

青
年
部
員
の
親
睦
を
広
げ
る 

 

平
成
二
十
年
度
日
高
管
内
商
工
会

青
年
部
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
）
が
、
当
青
年
部

の
主
幹
に
て
、
九
月
七
日
（
日
）
に

門
別
中
央
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
催
当
日
は
、
管
内
の
各
商
工
会

青
年
部
よ
り
計
四
五
名
の
参
加
と
当

商
工
会
田
中
会
長
、
飛
渡
局
長
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
降
雨
の
中
で
し
た

が
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
優
勝

（
個
人
・
団
体
）
は
、
新
冠
町

商
工
会
青
年
部
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た 

終
了
後
、
懇
親
会
を
門
別
温
泉
と

ね
っ
こ
の
湯
に
て
開
催
し
、
管
内
の

各
商
工
会
青
年
部
員
の
親
睦
を
広
げ

て
、
終
了
し
ま
し
た
。 

  

夏
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

 
 

子
供
盆
踊
り
を
開
催
！ 

 

去
る
八
月
九
日
（
土
）
、
町
内
富
川

に
あ
る
沙
流
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
て

町
商
工
会
、
富
川
農
協
、
門
別
町
農

協
、
ひ
だ
か
漁
協
各
青
年
部
団
体
が

合
同
で
、
町
内
の
地
域
振
興
を
目
的

に
『
夏
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
子
供
盆

踊
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

開
催
当
日
は
、
各
青
年
部
団
体
が

売
店
を
出
店
し
、
盆
踊
り
並
び
に
抽

選
会
を
行
な
い
ま
し
て
、
沢
山
の
町

民
の
皆
様
に
詰
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 
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尚
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
益
金
は
、 

去
る
九
月
十
一
日
（
木
）
に
商
工
会

青
年
部
（
部
長 

望
月 

章
）
が
代

表
し
て
、
日
高
町
へ
寄
付
を
し
ま
し

た
。 

             

農
商
工
連
携
を
応
援
し
ま
す 

農
林
漁
業
と
商
工
会
の
出
会
い
ビ
ジ
ネ
ス 

  

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
で
は
、
農
林
漁
業
者
と
商
工

業
者
が
手
を
取
り
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
試

み
に
対
し
て
支
援
活
動
を
し
て
い
ま

す
。 

 

農
林
漁
業
者
と
中
小
企
業
者
が
協

力
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
み

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
次
の
よ
う
な

支
援
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

開
発
・
販
路
開
拓
経
費
に
対
す
る

補
助
金
。
設
備
・
運
転
資
金
に
係
る

低
融
資
・
公
的
保
証
。
設
備
投
資
に

は
税
制
の
特
例
。
課
題
解
決
に
専
門

家
の
派
遣
な
ど
の
支
援
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
が
認
定
し
た
「
事
業
計
画
の
作
成
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
機
構
ま
で 

H
ttp://j-net21.sm

rj.go.jp/expa
nd/noshoko/index.htm
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第
三
回
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー

検
定
の
ご
案
内 

 
 北

海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
と
は
、「
北
海

道
を
訪
れ
る
観
光
客
を
温
か
く
親
切

に
も
て
な
す
心
、
歓
待
精
神
を
持
つ

人
」
と
定
義
し
て
お
り
、
北
海
道
が

こ
の
よ
う
な
豊
な
心
を
持
つ
人
々
で

溢
れ
る
こ
と
が
、
北
海
道
の
観
光
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
く
も
と
の
確
信
し
て
い

ま
す
。
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
は
、

検
定
試
験
を
通
じ
て
得
た
知
識
を
自

分
の
生
活
の
中
で
涵
養
し
身
に
つ
け

る
事
（
育
成
）
に
よ
っ
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
精
神
（
お
も
て
な
し
の
心
）

を
習
得
し
、
そ
の
地
域
の
観
光
振

興
・
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
活
躍

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
申
込
締
切
日 

十
一
月
四
日 

 

試
験
日 

 
 

十
一
月
二
十
四
日 

 

受
講
料 
四
千
八
百
円 

お
問
合
せ
及
び
詳
し
く
は 

http://w
w

w.hokkaido.cci.or.jp/

kentei/ 
 

訂
正
と
お
詫
び 

  

「
北
の
瓦
版
」
平
成
二
十
年
九
月

一
日
付
（
第
三
十
三
号
）
一
面
の
空

知
商
工
連
の
総
決
起
大
会
開
催
日
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
願
い

ま
す
。 

 

【
誤
】
七
月
二
十
七
日 

 

【
正
】
八
月
二
十
七
日 

 

ま
た
、
同
紙
四
面
の
情
報
モ
ラ
ル

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
８
ｉ
ｎ
北
海

道
の
開
催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
願
い
ま
す
。 

 

【
誤
】
九
月
二
十
九
日 

 

【
正
】
九
月
二
十
六
日 

 

職
員
の
異
動 

  

日
高
支
所
菅
野
補
助
員
が
都
合
に

よ
り
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職

し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 


